
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高齢者の転倒の原因３割が失神 

■反射性（神経調節性）失神 

最も多い。 

朝礼や集会などで立ち続けた時や高齢者が食後などに起こす。 

いわゆる 「脳貧血」のことで、自律神経の一時的な変調（迷走神経反射）が原

因。転んでけがをする恐れはあるが命にかかわることは少ない。 

■起立性失神 

立ち上がった直後に血圧の調整が出来なくなる自律神経の異常によって起こす。 

高血圧や前立腺肥大症の薬を飲んでいる場合、糖尿病やパーキンソン病などに 

より自律神経機能が障害されている場合に起こす。 

■心原性失神 

  予兆もなく、横になっていても起こす。 

  主に不整脈によって引き起こされる。 

突然死を起こす病気が隠れている場合もある。 

健康だより 
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高齢者は、血圧の調整機能が低下しているため失神を起こしやすくなっています。 
 
失神する人は、国内で年間 70 万人いるそうです。 

失神の原因には、朝礼で長時間立ち続けて倒れる「脳貧血」のように自律神経の一時的な変調の

こともありますが、心臓病や出血などで生命にかかわる病気が原因のこともあります。 

すぐ意識が戻るため軽く見られがちですが、失神を起こしたら、病院を受診しましょう。 

 

油断できない 

失神の原因！ 

※ 

一時的に気を失って、その場で倒れるが、速やかに（5分以内）、 

自然に意識が回復する状態のことをいいます。 
※ 

裏面に、「なぜ、高齢者は失神を起こしやすいか？」、「失神を起こさないために！」を掲載しています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なぜ、高齢者は失神を起こしやすいか？ 

 

 

失神を起こさないために！ 

高齢者の方は、食後に低血圧になり失神を起こす

ことがあります。高血圧や糖尿病など、自立神経

の調整が上手くいかない場合に多く見られます。 

あなたが失神を起こした理由は、食事によって消化のため

に血液が胃腸に集まり、血管が拡がり、心拍数が減少し、

その結果、血圧が一時的に下がったためと考えられます。 

食後３０分は、ゆっくり過ごしましょう。 

下記「失神を起こさないために！」を参考にしてください。 

衛生管理者 

先日、急いで昼食を済ませて出かけたら、外出先

で倒れて意識を失いました。 

救急車で病院に運ばれましたが、医師からは異状 

ないと言われました。 

心臓や脳の病気ではないと分かり安心したのですが、

また倒れるのではないかと外出が不安です。 

なぜ、意識を失ったのでしょうか？ 

何か注意することがありますか？ 

Q 

会員 Aさん 

M さんの場合 


